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(57)【要約】
【課題】各種機械装置のチェーン部等の極めて高温の厳しい実機環境下に適用した場合で
あっても、殆どスラッジ化せず、かつ長時間連続運転する場合において自動給油が可能な
分散安定性や再分散性に優れる潤滑油組成物を提供する。
【解決手段】ポリオールエステルを基油とし、ポリブテンと、金属系分散剤と、グラファ
イトと、ハードケーキ防止剤とを含有し、ポリブテンは、その数平均分子量が９００以上
１３５０以下であり、そのポリブテンの含有量が潤滑油組成物全量基準で１質量％以上３
０質量％以下であり、金属系分散剤の含有量がグラファイト１００質量部に対して１質量
部以上５質量部以下であり、ハードケーキ防止剤の含有量が潤滑油組成物全量基準で０．
１質量％以上０．５質量％以下である潤滑剤組成物とする。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリオールエステルを基油とし、ポリブテンと、金属系分散剤と、グラファイトと、ハ
ードケーキ防止剤とを含有し、
　前記ポリブテンは、その数平均分子量が９００以上１３５０以下であり、該ポリブテン
の含有量は、潤滑油組成物全量基準で１質量％以上３０質量％以下であり、
　前記金属系分散剤の含有量は、グラファイト１００質量部に対して１質量部以上５質量
部以下であり、
　前記ハードケーキ防止剤の含有量は、潤滑油組成物全量基準で０．１質量％以上０．５
質量％以下である
　ことを特徴とする潤滑油組成物。
【請求項２】
　前記ポリオールエステルは、その酸成分が３，５，５－トリメチルヘキサン酸を主成分
とするものであり、アルコール成分が多価アルコールであることを特徴とする請求項１に
記載の潤滑油組成物。
【請求項３】
　前記金属系分散剤は、金属スルフォネートであることを特徴とする請求項１又は２に記
載の潤滑油組成物。
【請求項４】
　前記グラファイトは、天然グラファイト又は人造グラファイトであることを特徴とする
請求項１乃至３の何れか１項に記載の潤滑油組成物。
【請求項５】
　前記ハードケーキ防止剤は、有機ベントナイトであることを特徴とする請求項１乃至４
の何れか１項に記載の潤滑油組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、潤滑油組成物に関し、より詳しくは、連続式スチーマー、焼成オーブン、ヒ
ートセッターテンター等の各種機械装置のチェーン部等に対する潤滑油として使用し、使
用する温度範囲として極めて高温の２００℃を超えて２５０℃程度の環境下での使用に好
適な潤滑油組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ポリオールエステルを基油とした潤滑油は、固化時間（流動性を失う時間）が比較的長
く、蒸発損失も低いので、熱安定性に優れている。このため、この種の潤滑油は、連続式
スチーマー、焼成オーブン、ヒートセッターテンター等の各種乾燥装置の開放系チェーン
部等に適用され、２００℃前後の高温で使用される潤滑油として各種商品化されている。
【０００３】
　本発明者は、既に、特許文献１や特許文献２に開示しているように、ポリオールエステ
ルや芳香族エステルを基油として、種々の酸化防止剤等を配合することで、これらの高温
での使用に適した潤滑油を提案している。
【０００４】
　しかしながら、使用条件の過酷化は更に進みつつあり、搬送チェーンのピン及びブッシ
ュ間の摩耗面でチェーン寿命の問題が見られる場合がある。例えば、製パン工場の搬送チ
ェーンでは、雰囲気温度が２５０℃付近の環境でチェーン潤滑が要求され、なおかつ長期
的に固体潤滑剤を含有しないタイプの潤滑剤を使用することでチェーン寿命が短くなるこ
とにならないことも要求されている。
【０００５】
　これらのような厳しい要求に応えるために、ポリオールエステルを基油とした潤滑油を
使用する場合であっても、完全な金属間摩耗を防止すること、つまり油膜切れを防止する
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ことは２００℃を越える高温下では限界があり、混合潤滑領域から境界潤滑領域に移行す
るには、固体潤滑剤による摩耗防止が必要であると考えられている。
【０００６】
　このため、連続式スチーマー、焼成オーブン、ヒートセッターテンター等の各種機械装
置における高温の開放系チェーン部等に適用した場合であっても、摩耗防止性に優れる固
体潤滑剤を含有する潤滑油、特にグラファイトを含有する潤滑油が求められている。
【０００７】
　なお、このような要求を満たすために種々の固体潤滑剤が検討され、例えば、二硫化モ
リブデン、ポリテトラフルオロエチレン、マイカ、炭酸カルシウム、メラミンシアヌレー
ト、窒化ホウ素、タルク等も有効であると考えられた。
【０００８】
　しかしながら、例えば二硫化モリブデンでは、約３５０℃で三酸化モリブデンとなって
しまうため、潤滑性を失ってしまうという問題がある。また、ポリテトラフルオロエチレ
ンでは、２６０℃以上でポリマーフューム熱の原因となる粒子状物質が発生し、約４００
℃で有毒なフッ化水素及びフッ化カルボニルが発生するという問題がある。また、メラミ
ンシアヌレートでは、燃焼時に有毒なシアンガスが発生し、その他の固体潤滑剤では、潤
滑効果が確認されていない等、何れも上述した要求を一気に解決できていないのが現状で
ある。
【０００９】
　このような実情から、高温かつ荷重状態での各種機械装置のチェーン部において、安定
して使用することができるグラファイト含有耐熱性潤滑油の開発が切望されている。しか
しながら、油中、特にエステル油中にグラファイトを分散させる技術は、市場でも見かけ
られず非常に困難な技術であり、エステル油にグラファイトを配合した潤滑剤は散見され
るものの、グラファイトが一旦沈降してしまうと再度分散しないといったように、自動給
油装置を用いて自動給油するには不向きな潤滑油が多い。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特開２００９－２６３４６２号公報
【特許文献２】特開２０１１－１８４６０４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　そこで本発明は、このような従来の実情に鑑みて提案されたものであり、各種機械装置
のチェーン部等の極めて高温の厳しい実機環境下に適用した場合であっても、殆どスラッ
ジ化せず、かつ長時間連続運転する場合においても自動給油が可能な分散安定性や再分散
性に優れる潤滑油組成物を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明者らは、上述した目的を達成するために鋭意検討を重ねた結果、ポリオールエス
テルを基油とし、所定分子量のポリブテンと、金属系分散剤と、グラファイトと、ハード
ケーキ防止剤とを、それぞれ所定の割合で含有させた潤滑油組成物とすることで、高温環
境下でもスラッジ化せずに、また自動給油が可能な分散安定性や再分散性に優れるものと
なることを見出し、本発明を完成するに至った。
【００１３】
　すなわち、本発明に係る潤滑油組成物は、ポリオールエステルを基油とし、ポリブテン
と、金属系分散剤と、グラファイトと、ハードケーキ防止剤とを含有し、前記ポリブテン
は、その数平均分子量が９００以上１３５０以下であり、該ポリブテンの含有量は、潤滑
油組成物全量基準で１質量％以上３０質量％以下であり、前記金属系分散剤の含有量は、
グラファイト１００質量部に対して１質量部以上５質量部以下であり、前記ハードケーキ
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防止剤の含有量は、潤滑油組成物全量基準で０．１質量％以上０．５質量％以下であるこ
とを特徴とする。
【００１４】
　ここで、前記ポリオールエステルは、その酸成分が３，５，５－トリメチルヘキサン酸
を主成分とするものであることが好ましい。また、アルコール成分が多価アルコールであ
ることが好ましい。
【００１５】
　また、前記金属系分散剤は、金属スルフォネートであることが好ましい。
【００１６】
　また、前記グラファイトは、天然グラファイト又は人造グラファイトであることが好ま
しい。
【００１７】
　また、前記ハードケーキ防止剤は、有機ベントナイトであることが好ましい。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明の潤滑油組成物では、各種機械装置のチェーン部等の極めて高温の環境下におい
ても、殆どスラッジ化せず、かつ長時間連続運転する場合であっても自動給油が可能な分
散安定性や再分散性に優れる。したがって、例えば、連続式スチーマー、焼成オーブン、
ヒートセッターテンター等の各種乾燥機のチェーン部等に適用され、特に１５０℃～２５
０℃程度の高温実機環境下で用いられる潤滑油として好適に用いることができる。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明に係る潤滑油組成物の具体的な実施形態（以下、「本実施の形態」という
。）について、詳細に説明する。なお、本発明は、以下の実施形態に限定されるものでは
なく、本発明の要旨を変更しない範囲において種々の変更が可能である。
【００２０】
　本実施の形態に係る潤滑油組成物は、ポリオールエステルを基油とし、さらにポリブテ
ンと、金属系分散剤と、グラファイトと、ハードケーキ防止剤とを含有してなる潤滑油組
成物である。
【００２１】
　そして、この潤滑油組成物は、ポリブテンが、その数平均分子量で９００以上１３５０
以下のものであり、潤滑油組成物全量基準で１質量％以上３０質量％以下の割合で含有さ
れてなる。また、金属系分散剤は、グラファイト１００質量部に対して１質量部以上５質
量部以下の割合で含有されてなる。また、ハードケーキ防止剤は、潤滑油組成物全量基準
で０．１質量％以上０．５質量％以下の割合で含有されてなる。
【００２２】
　このような構成からなる潤滑油組成物によれば、各種機械装置のチェーン部等の極めて
高温の環境下において適用した場合であっても、殆どスラッジ化せず、かつ長時間連続運
転する場合でも自動給油が可能な優れた分散安定性や再分散性を発揮する。特に、開放系
で２００℃～２５０℃程度の高温実機環境下において、潤滑性を維持して好適に用いるこ
とができる。
【００２３】
　以下、潤滑油組成物を構成する各成分について、より具体的に説明する。
【００２４】
　（基油）
　本実施の形態に係る潤滑油組成物は、その基油として、ポリオールエステルを含有する
。このポリオールエステルは、固化し難く、蒸発損失が少なく、高温安定性に優れており
、引火点が高い等の特性を有する。
【００２５】
　ポリオールエステルとしては、従来から高温用潤滑油の基油として用いられてきたもの
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を用いることができ、その中でも、特にアルコール成分が多価アルコールであるものが好
ましい。具体的に、その多価アルコールとしては、ジペンタエリスリトール、ペンタエリ
スリトール等であるポリオールエステルが好適に用いられる。
【００２６】
　また、ポリオールエステルの酸成分としては、特に限定されないが、その大部分がイソ
ノナン酸（３，５，５－トリメチルヘキサン酸）により構成されるものであることが好ま
しい。このイソノナン酸は、耐熱性に優れており、酸成分の主成分として好適に用いるこ
とができる。また、イソノナン酸を主成分として、ヘプタン酸、オクタン酸、デカン酸等
から選ばれる酸をさらに含有する混合物を酸成分とするポリオールエステルであることが
特に好ましい。
【００２７】
　ここで、基油に求められる粘度グレードとしては、好ましくはＩＳＯグレードのＶＧ２
２０又はＶＧ３２０であり、この粘度グレードを満たすという観点からすると、アルコー
ル成分がジペンタエリスリトール又はペンタエリスリトールであり、酸成分が炭素数７～
１０の直鎖状若しくは分岐鎖状の飽和脂肪酸であるポリオールエステルが好ましい。
【００２８】
　上述したようなポリオールエステルは、イソステアリン酸やオレイン酸等の長鎖脂肪酸
を組み合わせたものとして市販されており、引火点が高いものも存在する。ただし、加熱
後にスラッジが若干発生し、ワニス状となってチェーン清掃の煩雑さを生じさせる傾向に
ある。そこで、加熱後の発生スラッジ量が限りなく０に近いポリブテンを配合させること
によって、スラッジの発生を抑えることができる。ポリブテンについては、後述する。
【００２９】
　ポリオールエステルの含有量としては、特に限定されるものではなく、一般的に使用さ
れる含有量の範囲とすることができ、また他の構成成分の含有量に応じて適宜決定するこ
とができるが、例えば潤滑油組成物の全量基準で６０～９０質量％程度の範囲とすること
ができる。基油としてのポリオールエステルの含有量が少なすぎると、相対的に他の成分
の含有量が多くなって、粘性の上昇や引火点の低下につながる可能性がある。一方で、基
油としてのポリオールエステルの含有量が多すぎると、適正な粘度とならずスラッジ量が
増加する可能性がある。
【００３０】
　（ポリブテン）
　ポリブテンは、二重結合を有するブテン類の重合によって得られる液状の低重合体であ
り、耐熱性に優れている。本実施の形態に係る潤滑油組成物では、このポリブテンを含有
させることによって、発生するスラッジ量を効果的に極小化することができる。
【００３１】
　本実施の形態に係る潤滑油組成物では、このポリブテンとして、その数平均分子量が９
００以上１３５０以下のものを含有させる。ポリブテンの数平均分子量が９００未満であ
ると、増粘効果が期待できない。また、引火点が２００℃未満となり、高温環境下での使
用に適さなくなり、さらに危険物分類が第４類第３石油類になる可能性がある。一方で、
数平均分子量が１３５０を越えると、基油のポリオールエステルに溶解し難くなり、白濁
が生じる。
【００３２】
　なお、数平均分子量が９００以上１３５０以下のポリブテンとしては、例えば、日油株
式会社製のニッサンポリブテン１０Ｎ（商品名）等の市販品を用いることができる。
【００３３】
　また、ポリブテンの含有量としては、潤滑油組成物の全量基準で、１質量％以上３０質
量％以下の割合とする。ポリブテンの含有量が１質量％未満であると、増粘効果が十分に
得られずスラッジ量が増加する。一方で、ポリブテンの含有量が３０質量％を超えると、
粘度が高くなり過ぎてしまい、後述する固体潤滑剤であるグラファイトの分散安定性を損
ね、また潤滑油適用部位に対して自動給油させ難くなる。
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【００３４】
　（金属系分散剤）
　金属系分散剤は、後述する固体潤滑剤であるグラファイトを潤滑油中で分散させ、潤滑
性能を高めるとともに、この潤滑油組成物の自動給油を可能にする。
【００３５】
　この金属系分散剤としては、特に限定されないが、例えば中性アルキルナフタレンナト
リウムスルフォネート、中性アルキルベンゼンカルシウムスルフォネート及び過塩基性ア
ルキルベンゼンカルシウムスルフォネート、中性アルキルナフタレンカルシウムスルフォ
ネート、中性アルキルベンゼンマグネシウムスルフォネート、中性アルキルベンゼンバリ
ウムスルフォネート、中性アルキルナフタレンバリウムスルフォネート等の金属スルフォ
ネートを好適に用いることができる。これらの中でも、中性アルキルベンゼンナトリウム
スルフォネートが特に好ましい。
【００３６】
　金属系分散剤の含有量としては、グラファイト１００質量部に対して１質量部以上５質
量部の割合で含有する。金属系分散剤の含有量がグラファイト１００質量部に対して１質
量部よりも少なくなると、グラファイトの分散性が悪くなる。一方で、グラファイト１０
０質量部に対して５質量部よりも多くなると、グラファイトの分散性は変わらないものの
、スラッジ量が多くなり引火点を低下させ、高温環境下での使用に適さなくなるため好ま
しくない。
【００３７】
　（グラファイト）
　グラファイトは、固体潤滑剤として用いられるものであり、潤滑性能を付与し、各種機
械装置のチェーン部等の潤滑油適用部位の長寿命化に寄与する。
【００３８】
　このグラファイトとしては、天然グラファイト、人造（合成）グラファイトのいずれを
用いてもよい。その中でも、比較的粒径が小さく、例えば平均粒径が４μｍ程度のものを
用いることが好ましく、特に、そのような比較的粒径の小さい天然グラファイトを用いる
ことがより好ましい。
【００３９】
　なお、人造グラファイトは、例えば、コークスをタール、ピッチ等によって固めて１２
００℃程度の温度で一度焼成してから、黒鉛化炉等に投入して２０００～３０００℃程度
の高温で焼成することにより製造することができる。
【００４０】
　グラファイトの含有量としては、特に限定されないが、例えば潤滑油組成物の全量基準
で、５質量％以上１５質量％以下の割合とすることができる。グラファイトの含有量が少
なすぎると、潤滑油組成物の潤滑性が十分に得られない可能性がある。一方で、グラファ
イトの含有量が多すぎると、粘性が上昇してしまい適正な粘度とならないことがある。
【００４１】
　（ハードケーキ防止剤）
　ハードケーキ防止剤（ハードケーキ化防止剤）は、上述したグラファイトのハードケー
キ化を防止して、分散安定性と再分散性を高めるとともに潤滑性能を維持させる。
【００４２】
　ハードケーキ防止剤としては、特に限定されるものではなく、例えば有機ベントナイト
、二酸化珪素、金属石けん、セピオライト等が挙げられる。その中でも、有機ベントナイ
トを用いることが特に好ましい。
【００４３】
　ハードケーキ防止剤の含有量としては、潤滑油組成物の全量基準で、０．１質量％以上
０．５質量％以下の割合で含有する。ハードケーキ防止剤の含有量が０．１質量％未満で
あると、含有させたグラファイトがハードケーキ化してしまい、分散安定性が損なわれる
とともに潤滑性が低下する。一方で、含有量が０．５質量％よりも多くなると、粘性抵抗
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が多くなり自動給油をさせ難くするため好ましくない。
【００４４】
　（その他の添加剤）
　なお、本実施の形態に係る潤滑油組成物は、上述した成分のほかに、その目的に応じて
、各種の添加剤、例えば、酸化防止剤、腐食防止剤、防錆剤、耐摩擦摩耗添加剤、極圧添
加剤、油性剤等を添加することができる。なお、これら各種の添加剤の含有量についても
、それぞれ要求される性能に応じて任意に定めることができるが、上述した構成成分の性
能を損なわない範囲とする。
【００４５】
　（潤滑油組成物の作製）
　本実施の形態に係る潤滑油組成物は、通常の潤滑油組成物の作製方法と同様にして作製
することができる。
【００４６】
　具体的には、例えば、基油のポリオールエステル中に、上述した各成分を所定量添加配
合させ、さらに必要に応じてその他の添加剤を加えて撹拌混合する。撹拌に際しては、公
知の撹拌機等を用いることができ、基油中に各成分を撹拌混合してプレ分散させた後に、
コロイドミルを用いて再分散する。このように、特に複雑な工程や作製条件の管理等を必
要とせず、比較的安価な装置を用いて潤滑油組成物を作製することができる。
【００４７】
　以上詳細に説明したように、本実施の形態に係る潤滑油組成物は、ポリオールエステル
を基油とし、ポリブテンと、金属系分散剤と、グラファイトと、ハードケーキ防止剤とを
含有してなるものである。そして、そのポリブテンは、その数平均分子量が９００以上１
３５０以下のものであって、その含有量としては、潤滑油組成物全量基準で１質量％以上
３０質量％以下の範囲とする。また、金属系分散剤の含有量としては、グラファイト１０
０質量部に対して１質量部以上５質量部以下の範囲とする。また、ハードケーキ防止剤の
含有量としては、潤滑油組成物全量基準で０．１質量％以上０．５質量％以下の範囲とす
る。
【００４８】
　このように、本実施の形態に係る潤滑油組成物では、基油とするポリオールエステルに
添加する各成分と、それぞれの成分の相互の関係からの配合量（含有量）が重要となる。
この潤滑剤組成物によれば、極めて高温の環境下においても、殆どスラッジ化せず、また
固体潤滑剤のグラファイトに対して優れた分散安定性と再分散性を有し、長時間連続運転
する場合であっても自動給油が可能となる。特に、各種機械装置のチェーン部等の、開放
系で２００℃～２５０℃程度の高温実機環境下において、潤滑性を維持しながら好適に用
いることができる。
【実施例】
【００４９】
　以下に本発明についての実施例を説明するが、本発明は下記の実施例に限定されるもの
ではない。
【００５０】
　≪実施例１～５、比較例１～６≫
　下記表１に示す組成となるように、実施例１～５及び比較例１～６の潤滑油組成物を作
製した。具体的には、各成分を下記表１に示す配合量（質量％）となるように秤量し、そ
れらを基油のポリオールエステルに添加して撹拌機で混合し、その後、コロイドミルを使
用して再分散させて各試料を作製した。
【００５１】
　≪潤滑油組成物の各成分≫
　本実施例では、潤滑油組成物の各成分として以下の材料を使用した。
『ポリオールエステル（基油）』：ＥＭＫＡＲＡＴＥ ＲＬ６８Ｈ（Lubrizol社製）
『ポリブテン』：ニッサンポリブテン１０Ｎ（日油株式会社製、数平均分子量１０００）
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『金属系分散剤』：中性ナトリウムスルフォネート（モレスコアンバーＳＮ－６０、モレ
スコ社製）
『グラファイト』：ＴＩＭＲＥＸ ＫＳ－６（ティムカル社製、人造グラファイト（平均
粒径４μｍ））
『ハードケーキ防止剤』：エスベン（ホージュン社製）
『その他添加剤』：酸化防止剤（ＩＰＧＡＮＯＸ Ｌ１３５、BASF社製）
【００５２】
　≪潤滑油の評価≫
　本実施例では、実施例１～５及び比較例１～６にて作製した潤滑油組成物についての評
価として、「スラッジ量」、「スラッジ硬さ」、「粘度」、「分散安定性」、「再分散性
」を項目に挙げて評価した。各項目の評価は、それぞれ以下のようにして行った。
【００５３】
　（スラッジ量）
　スラッジ量の評価は、アルミ皿蒸発試験を用いて行った。具体的には、先ず、直径６ｃ
ｍ×厚さ１ｃｍのアルミニウム製板の中央部を凹状に切削した皿に、作製した各試料油（
潤滑油）をそれぞれ０．２ｇ採取して載せ、２５０℃のパネルヒーター上で連続して加熱
した。８時間後に皿に載せた各試料油を確認し、加熱減量して流動しなくなり（固化して
）残ったスラッジの量（試料全量に対する質量％）を求め、この皿上に生じたスラッジの
量から潤滑油組成物に配合させたグラファイト量を差し引いた質量を「スラッジ量（質量
％）」とした。
【００５４】
　（スラッジ硬さ）
　スラッジ硬さの評価は、上述したスラッジ量の評価で皿上に生じたスラッジの硬さを評
価した。スラッジの硬さは、発生したスラッジをスパテュラで擦り取ったときの触感で判
断し、“かなり軟らかい”場合を「１」とし、“やや軟らかい”場合を「２」とし、“普
通”の場合を「３」とし、“やや硬い”場合を「４」とし、“かなり硬い”場合を「５」
とする、５段階で評価した。なお、発生したスラッジは、例えば各種機械装置のチェーン
部等に堆積した場合、その硬さが硬いほどハンマリングによる除去掃除が困難となる。
【００５５】
　（粘度）
　粘度（ｍＰｓ・ｓ）の評価は、Ｅ型粘度計を使用し、温度４０℃、回転数２０ｒｐｍの
測定条件で測定し、評価した。
【００５６】
　（分散安定性）
　分散安定性の評価は、試料油を、［温度－２１℃×２ｈ１５ｍｉｎ、７０℃×４ｈ１５
ｍｉｎ、－２１℃×２ｈ１５ｍｉｎ、７０℃×１５ｈ１５ｍｉｎ］を１サイクルとして、
これを７サイクルの温度環境に暴露したときの試料油の変化を目視で観察して行った。目
視観察の結果、変化無しの場合は「○」、変化ありの場合は「×」とした。なお、ここで
は、試料油の上部にクリアー層が確認されたときに“変化あり”とした。
【００５７】
　（再分散性）
　再分散性の評価は、容量５００ｇの缶内に各試料油を４００ｇ採取し、３ヶ月間室温放
置した後に、その缶を３０回振って沈殿物の生成の有無を確認することで行った。沈殿物
が生成していなければ「○」、沈殿物が生成していれば「×」と評価した。
【００５８】
　≪結果≫
　下記表１に、実施例１～５及び比較例１～６にて作製した潤滑油組成物についての評価
結果を示す。
【００５９】
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【表１】

【００６０】
　表１に示す評価結果から分かるように、各成分の含有量がそれぞれ一定の範囲内である
（本発明に係る組成範囲とした）実施例１～５の潤滑油組成物では、２５０℃の極めて高
温の厳しい環境下においても殆どスラッジが発生せず、また適度な粘度を有していた。さ
らに、潤滑性能を付与するグラファイトは沈降することなく、また沈殿物も生じさせず、
優れた分散安定性と再分散性を有しており、高温環境下で長時間連続運転する場合におい
ても自動給油が可能であることが分かった。
【００６１】
　一方で、成分の含有量が一定の範囲外とした比較例１～６では、スラッジ量、分散安定
性、再分散性の何れかの評価において不良となるものであった。
【００６２】
　すなわち、比較例１では、金属系分散剤の含有量が少なかったために、グラファイトが
沈降してしまい、分散安定性が不良となった。また、比較例２では、金属系分散剤の含有
量が多かったために、グラファイトは分散したものの、硬いスラッジが多量に発生し、ま
た沈殿物を形成してしまい、再分散性がなく自動給油が不可能なものであった。
【００６３】
　また、比較例３では、金属系分散剤の含有量は実施例と同程度としたものの、ハードケ
ーキ防止剤である有機ベントナイトの含有量が少なかったために、グラファイトがハード
ケーキ化し、硬いスラッジを生じさせたとともに沈殿物を形成し、再分散性が不良なもの
であった。また、比較例４では、有機ベントナイトの含有量が多かったために、粘性を上
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昇させてしまい、粘度が高い潤滑油となり、グラファイトの分散性を悪化させた。
【００６４】
　また、比較例５では、ポリブテンを含有させたものの、その含有量が非常に多かったた
めに、粘性を上昇させてしまい、粘度が高い潤滑油となり、グラファイトの分散性が不良
なものとなった。また、比較例６では、適度な粘度となり、グラファイトの分散性安定性
、再分散性は良好であったものの、ポリブテンを含有させていないことから、非常に多量
の、硬いスラッジを発生させた。



(11) JP 2015-4036 A 2015.1.8

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   Ｃ１０Ｍ 159/24     (2006.01)           Ｃ１０Ｍ 159/24    　　　　          　　　　　
   Ｃ１０Ｍ 125/30     (2006.01)           Ｃ１０Ｍ 125/30    　　　　          　　　　　
   Ｃ１０Ｎ  20/04     (2006.01)           Ｃ１０Ｎ  20:04    　　　　          　　　　　
   Ｃ１０Ｎ  30/04     (2006.01)           Ｃ１０Ｎ  30:04    　　　　          　　　　　
   Ｃ１０Ｎ  30/08     (2006.01)           Ｃ１０Ｎ  30:08    　　　　          　　　　　
   Ｃ１０Ｎ  40/32     (2006.01)           Ｃ１０Ｎ  40:32    　　　　          　　　　　


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	overflow

